
「大学礼拝」について
　キリスト教を建学の精神とする本学では、授業開講日において、土樋キャンパスの礼拝堂と五橋キャンパスの押川記念ホールで、定められた時間
に讃美歌を歌い、聖書を読み、説教に耳を傾け、祈りをささげます。
　本学の学生にとって、この礼拝への参加は、普通の講義への出席と同様、権利であるとともに義務です。試験当日には、監督者から大学礼拝に
ついての説明があり、質問がある場合には担当教員が応対いたします。

1

2027年度

入学者選抜制度一覧
それぞれの特徴を理解の上、あなたに合った受験方法を選びましょう。

大学入学共通テスト利用選抜
大学入学共通テスト利用選抜前期
大学入学共通テスト利用選抜後期

P.19

大学入学共通テストの成績を利用して受験を希望する方

総合型選抜
総合型選抜面接重視型 
総合型選抜AI単元修了型

P.22

本学を第一志望とし、志望学科で学ぶ目的・意欲をアピールできる方。また、合格した場合は入学を確約できる方

学業成績による推薦（指定校推薦）
キリスト者等推薦（公募推薦）
資格取得による推薦（指定校推薦）
資格取得による推薦（公募推薦）
スポーツに優れた者の推薦（公募推薦）
文化活動に優れた者の推薦（公募推薦）

学校推薦型選抜P.29

各推薦制度において、条件を満たし、合格した場合は入学を確約できる方

特別選抜
帰国生特別選抜
外国人留学生特別選抜
社会人特別選抜

P.39

編入学選抜
短大・専修学校卒業の方、大学に一定期間在籍し必要単位を修得した方

P.43

各種データなど
P.45　入学手続きについて
P.46　小論文過去問(学校推薦型選抜・総合型選抜)
P.49　入学者選抜結果
P.52　受験情報詳細について

学力試験で受験を希望する方

一般選抜　東日本地域別スカラシップ選抜P.9

一般選抜前期日程
東日本地域別スカラシップ選抜
一般選抜後期日程



１．現代をよく生きることについて、キリスト教の教えをふまえた考察
ができる。
聖書がもつ今日的意義を理解し、それらをふまえながら、現代
社会の中でよく生きることについて、自分の考えを論じることが
できる。

２．高度な知的活動に必要な汎用的諸技能・能力及び英語力を
活用できる。
高度な知的活動の基礎となる汎用的諸技能・能力（コミュニ
ケーション力、論理的・批判的思考力、情報リテラシー、数理リ
テラシーなど）及び英語力を身につけ、活用することができる。

本学は、所属する学部における卒業所要単位を修得し、次の学修
成果が確認できた者に学士の学位を授与する。

３．課題を発見し、その解決のために学修成果を活用して取り組む
ことができる。
地域の課題をはじめとする様々な具体的課題を見つけ、教養
教育及び専門分野の学修成果を総合的に活用することで課題
の解決案を提示することができる。

４．ものごとを広く多様な視点から認識し、異なる認識・思考方法や
価値観に理解を示すことができる。
自己や世界を歴史・社会・自然など多様な視点から認識し、異な
る認識や思考方法、異なる価値観に理解を示すことができる。

５．専攻分野の学修成果を活用及び説明できる。
専攻する学問分野の専門的知識及び固有の認識や思考方法に
ついて、学修者自らが学修成果を活用し、「何を学び身につけたか」
を説明できる。

学位授与の方針〔ディプロマ・ポリシー〕2023年度以降の入学生より適用

教育課程編成・実施の方針〔カリキュラム・ポリシー〕2023年度以降の入学生より適用

１．学修成果1～4を達成することを主たる目的として、教養教育科目、外国
語科目、保健体育科目を置き、1～2年次を中心に授業科目を配当する。

２．学修成果1を達成することを主たる目的として、教養教育科目に
全学共通の授業科目群「人間的基礎」を置く。その中核として聖
書とキリスト教に関する授業科目を1年次と3年次に置き、それ
ぞれ4単位必修、2単位選択必修とする。

３．学修成果2を達成することを主たる目的として、教養教育科目に全学
共通の授業科目群「知的基礎」を置く。また、学修成果2を達成する
ことを主たる目的として、外国語科目のうち英語を4単位必修とする。

４．学修成果3を達成することを主たる目的として、教養教育科目に
全学共通の授業科目群「課題探究」を置き、その中で自ら課題を
発見し、その解決を希求する姿勢を養う。 

5． 教養教育科目の「人間的基礎」、「知的基礎」、「課題探究」には、大
学での学びに向けた初年次教育、基礎教育、能動的学修への転換
教育、及びキャリア形成支援教育としての役割をもたせ、学修成果
1、2、4の達成と専門教育との接続により学修成果5の基礎とする。

６．学修成果3は、能動的学修にむけた取り組みとして、すべての科
目群、すべての授業科目において達成目標の一部となる。さら
に、教養教育及び専門教育の学修成果の活用を主たる目的と
して、専門教育科目に演習形式の授業科目を置く。

７．学修成果4を達成することを主たる目的として、教養教育科目に
「共通教養」科目群を置く。また、初年次の専門基礎科目もこの
学修成果を達成するための基礎とする。

８．学修成果5を達成することを主たる目的として、専門教育科目を置く。

９．卒業所要単位及び履修方法は、専門教育科目の履修を中心
としながらも、学位授与の方針に定めた学修成果をバランス
よく達成できるよう学科ごとに適切に定める。 

本学は、学位授与の方針に定めた学修成果（以下「学修成果」と
いう。）を達成するため、教育課程編成・実施に関する全学合意
に基づき、次の方針により、体系的・順次的な教育課程を編成・
実施する。

１．東北学院大学の教育理念である「キリスト教による人格教育」を
基礎とする教育プログラム（聖書とキリスト教に関する授業及び
大学礼拝など）について理解し、主体性を持ちつつ多様な人 と々
協働し、本学で学ぶことを強く望んでいる。（主体的に学ぶ態度）

２．入学しようとする学部学科の教育理念・目的や教育内容を理
解した上で、その学部学科において幅広い知識と豊かな表現
力を身につけ、人間と社会が抱える諸問題を解決するための
主体的な学びを強く望んでいる。(主体的に学ぶ態度）

３．高等学校における学習によって、入学しようとしている学部
学科での学修に必要な高等学校卒業相当の基礎的知識及
びそれらを応用する力を有している。（知識・技能）

４．高等学校で得た知識・技能を活用し、達成すべき水準の思考力及
び日本語力を用いて、大学での学びに関わる基礎的・一般的問題
及び質問に文章及び口頭で答えることができる。（思考力・判断力・
表現力）

以下の項目に該当する者については、5又は6を評価に加える。
５．スポーツや文化活動などで優れた実績を残し、本学入学後も課外
活動の活性化に貢献しようと考えている。（知識・技能／主体的に
学ぶ態度）

６．外国人留学生、帰国生、社会人として、大学における学修にそれぞれ
の強みを生かそうとしている。（知識・技能／主体的に学ぶ態度）

本学は、次の点を評価して入学者を受け入れる。

入学者受け入れの方針〔アドミッション・ポリシー〕2025年度以降の入学生より適用

全学部共通の教学上の「三つの方針」 学部アドミッション・ポリシー

1. 東北学院大学の教育理念である「キリスト教による人格教育」を基礎とする教育プログラム（聖書とキリスト教に関する授業及び大学礼
拝など）について理解し、主体性を持ちつつ多様な人 と々協働して学ぶことを強く望んでいる。（主体的に学ぶ態度）

2. 法学部の教育理念・目的や教育内容を理解した上で、法・政治に関する社会事象を学ぼうとする関心と意欲を持ち、人間と社会が抱
える諸問題を解決するための主体的な学びを強く望んでいる。(主体的に学ぶ態度）

3. 高等学校における学習によって、法学部での学修に必要な高等学校卒業相当の基礎的知識及びそれらを応用する力を有している。
（知識・技能）
4. 高等学校において得た知識・技能を活用し、達成すべき水準の思考力及び日本語力を用いて、大学での学びに関わる基礎的・一般的
問題及び質問に文章及び口頭で答えることができる。（思考力・判断力・表現力）

以下の項目に該当する者については、5又は6を評価に加える。
5. スポーツや文化活動などで優れた実績を残し、本学入学後も課外活動の活性化に貢献しようと考えている。（知識・技能／主体的に学ぶ態度）
6. 外国人留学生、帰国生、社会人として、大学における学修にそれぞれの強みを生かそうとしている。（知識・技能／主体的に学ぶ態度）

1. 東北学院大学の教育理念である「キリスト教による人格教育」を基礎とする教育プログラム（聖書とキリスト教に関する授業及び大学礼
拝など）について理解し、主体性を持ちつつ多様な人 と々協働して学ぶことを強く望んでいる。（主体的に学ぶ態度）

2. 経営学部の教育理念・目的や教育内容を理解した上で、組織体の経営に関する社会的事象を理解しようとする意欲を有し、人間と社
会が抱える諸問題を解決するための主体的な学びを強く望んでいる。(主体的に学ぶ態度）

3. 高等学校における学習によって、経営学部での学修に必要な高等学校卒業相当の基礎的知識及びそれらを応用する力を有している。
（知識・技能）
4. 高等学校において得た知識・技能を活用し、達成すべき水準の思考力及び日本語力を用いて、大学での学びに関わる基礎的・一般的
問題及び質問に文章及び口頭で答えることができる。（思考力・判断力・表現力）

以下の項目に該当する者については、5又は6を評価に加える。
5. スポーツや文化活動などで優れた実績を残し、本学入学後も課外活動の活性化に貢献しようと考えている。（知識・技能／主体的に学ぶ態度）
6. 外国人留学生、帰国生、社会人として、大学における学修にそれぞれの強みを生かそうとしている。（知識・技能／主体的に学ぶ態度）

1. 東北学院大学の教育理念である「キリスト教による人格教育」を基礎とする教育プログラム（聖書とキリスト教に関する授業及び大
学礼拝など）について理解し、主体性を持ちつつ多様な人 と々協働して学ぶことを強く望んでいる。（主体的に学ぶ態度）

2. 経済学部の教育理念・目的や教育内容を理解した上で、経済に関する社会事象を学ぼうとする関心と意欲を持ち、人間と社会が
抱える諸問題を解決するための主体的な学びを強く望んでいる。(主体的に学ぶ態度）

3. 高等学校における学習によって、経済学部での学修に必要な高等学校卒業相当の基礎的知識及びそれらを応用する力を有している。（知識・技能）
4. 高等学校において得た知識・技能を活用し、達成すべき水準の思考力及び日本語力を用いて、大学での学びに関わる基礎的・一般
的問題及び質問に文章及び口頭で答えることができる。（思考力・判断力・表現力）

以下の項目に該当する者については、5又は6を評価に加える。
5. スポーツや文化活動などで優れた実績を残し、本学入学後も課外活動の活性化に貢献しようと考えている。（知識・技能／主体的に学ぶ態度）
6. 外国人留学生、帰国生、社会人として、大学における学修にそれぞれの強みを生かそうとしている。（知識・技能／主体的に学ぶ態度）

1. 東北学院大学の教育理念である「キリスト教による人格教育」を基礎とする教育プログラム（聖書とキリスト教に関する授業及び大
学礼拝など）について理解し、主体性を持ちつつ多様な人 と々協働して学ぶことを強く望んでいる。（主体的に学ぶ態度）

2. 科学技術に関する広い知識の獲得に意欲があり、工学部及び各学科の教育理念・目的や教育内容を理解した上で、工学部各学科
における主体的な学びを通して社会に貢献すること強く望んでいる。（主体的に学ぶ態度）

3. 高等学校における学習によって、工学部での学修に必要な高等学校卒業相当の基礎的知識及びそれらを応用する力を有している。
（知識・技能）
4. 高等学校において得た知識・技能を活用し、達成すべき水準の思考力及び日本語力を用いて、大学での学びに関わる基礎的・一般的
問題及び質問に文章及び口頭で答えることができる。（思考力・判断力・表現力）

以下の項目に該当する者については、5又は6を評価に加える。
5. スポーツや文化活動などで優れた実績を残し、本学入学後も課外活動の活性化に貢献しようと考えている。（知識・技能／主体的に学ぶ態度）
6. 外国人留学生、帰国生、社会人として、大学における学修にそれぞれの強みを生かそうとしている。（知識・技能／主体的に学ぶ態度）

機械を学び、理解し、創造することへの強い関心と意欲があり、それらを遂行するために必要な基礎知識を有するととも
に、社会の一員としての自覚を有している。
電力・制御系、情報・通信系、電子・材料系に関する広い知識の習得に意欲があり、これらの分野の学びを通して社会に
貢献することを強く望んでいる。
環境、土木、建築分野で不可欠な科目（数学、力学、計画、設計製図、実験など）を学ぶ強い意志があり、これらの分野の
技術者として、社会への貢献を希望している。

(機械知能工学科)

(電気電子工学科)

(環境建設工学科)

1. 東北学院大学の教育理念である「キリスト教による人格教育」を基礎とする教育プログラム（聖書とキリスト教に関する授業及び大
学礼拝など）について理解し、主体性を持ちつつ多様な人 と々協働して学ぶことを強く望んでいる。（主体的に学ぶ態度）

2. 文学部及び各学科の教育理念・目的や教育内容を理解した上で、文学部各学科における主体的な学びを強く望んでいる。(主体的に学ぶ態度）

3. 高等学校における学習によって、文学部での学修に必要な高等学校卒業相当の基礎的知識及びそれらを応用する力を有している。（知
識・技能）

4. 高等学校において得た知識・技能を活用し、達成すべき水準の思考力及び日本語力を用いて、大学での学びに関わる基礎的・一般的
問題及び質問に文章及び口頭で答えることができる。（思考力・判断力・表現力）

以下の項目に該当する者については、5又は6を評価に加える。
5. スポーツや文化活動などで優れた実績を残し、本学入学後も課外活動の活性化に貢献しようと考えている。（知識・技能／主体的に学ぶ態度）
6. 外国人留学生、帰国生、社会人として、大学における学修にそれぞれの強みを生かそうとしている。（知識・技能／主体的に学ぶ態度）

英語力を向上させ、英米文学・言語学を学ぼうとする意欲を持ち、人間と社会が抱える諸問題を解決するための学修に主体的
に取り組もうとしている。
思想・哲学、文化・芸術、宗教・神学等の人文諸学を学ぼうとする意欲を持ち、人間と社会が抱える諸問題を解決するための
学修に主体的に取り組もうとしている。
歴史学をグローバルかつローカルな視点から学ぼうとする意欲を持ち、人間と社会が抱える諸問題を解決するための学修に主
体的に取り組もうとしている。

(英文学科)

(総合人文学科)

(歴史学科) 
文学部

経済学部

経営学部

法学部

工学部

学　部 学部アドミッション・ポリシー
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